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【緒言】電気光学（EO）ポリマー変調器は、高い変調効率を有し、かつ低誘電率であるため、デバイ

スの広帯域化に有利である。一方、π電子共役構造のドナー電子特性を増強した FTC 系色素は高い EO
性能を示すことが報告されているが[1,2]、これまで高周波デバイスとしての報告例はなかった。今回、

ドナー電子増強型 FTC 系色素を用いた EO ポリマー光導波路に高周波電極を形成して EO ポリマー光

導波路デバイスを試作し、高周波電気信号に対する光応答を評価した。 

【光導波路デバイスの作製】高周波応答確認用デバイスとして、埋込みリッジ型光導波路の位相変調

器を試作した。コアには Fig. 1 に示す EO 色素を高 Tg ポリマーに分散させたホスト－ゲスト型 EO 材

料を用い、また、クラッドには有機シリカ複合材料を用いた。高周波電極については、作用部の電極

はマイクロストリップライン（MSL）とし、また、駆動回路との接続のために給電部にコプレーナ線

路（CPW）-MSL 変換回路を設けた。[3] 

【高周波に対する光変調動作】試作したデバイスについて、駆動電気信号（5～50GHz）に対する光応

答を光スペクトラムアナライザにて評価した。Fig. 2 に 50GHz で駆動した際の光スペクトルを示す。

キャリア周波数から±50GHz の領域にサイドバンドが見られ、高周波信号に対する光応答を確認した。 
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Fig. 2 DSB signal modulated at 50GHz 
Fig. 1 EO chromophore structure 
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